
枕崎市長　前田　祝成　殿

枕崎市監査委員 水流　敏幸

枕崎市監査委員 下竹　芳郎

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定により審査に付された令和５年度枕

崎市公営企業会計決算に基づく資金不足比率について審査した結果を、別紙のとおり意見を付して提

出します。
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令和５年度枕崎市公営企業会計決算に基づく資金不足比率審査意見について



１　審査の概要

 審査の対象

 審査の期間

 審査の手続

２　審査の結果

 総合意見

 個別意見

病院事業

（単位：千円、％）

　 

 　

　 

　 

※　資金剰余額がある場合、資金不足額は負の値で表示される。この場合、資金不足比率は算出されない。

　 以下の表について同じ。

(１)

(２)

(３)

令和５年度枕崎市立病院事業会計決算に基づく資金不足比率及びその算定

の基礎となる事項を記載した書類

令和５年度枕崎市水道事業会計決算に基づく資金不足比率及びその算定の

基礎となる事項を記載した書類

令和５年度枕崎市公共下水道事業会計決算に基づく資金不足比率及びその

算定の基礎となる事項を記載した書類

　令和６年６月25日から令和６年７月３日まで

市長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類が適正に作成されているかどうかを主眼として、枕崎市監査委員の監

査の基準に関する規程に基づき、計数の照合、関係職員から説明を受けるな

ど必要と認める手続により審査を実施した。
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令和５年度枕崎市公営企業会計資金不足比率審査意見書

公共下水道事業会計

会　　　計　　　名

水道事業会計

病院事業会計

経営健全化基準

20.0

(１)

審査に付された下記の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、関係

法令に準拠して作成され、その計数は正確であり、いずれも適正であると認められた。
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令和５年度 令和４年度 令和３年度 比較
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決算審査意見書に記載した病院事業の財務の短期流動性を表示する流動比率は599.9％であ

る。令和５年度の資金不足比率はなく、『―』の表記となる。なお、資金不足比率を算定方法

に基づき算出すると△99.0％となり、前年度と比較すると2.8ポイント悪化している。経営健

全化基準の20.0％と比較すると、良好な状態であると認められた。
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区　　　分

資金不足額（A)=(a-b+c-d)

　 流動負債（a）

 　控除企業債等(b)

 　算入地方債現在高（c)

 　流動資産（d)

事業規模（B)

A/B×100

資金不足比率

経営健全化基準
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水道事業

（単位：千円、％）

　 

 　

　 

　 

公共下水道事業

（単位：千円、％）

　 

 　

　 

　 

 審査の結果(３)
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審査に付された公営企業会計に係る資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した

書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。

なお、資金不足比率については、資金の不足額がなかったことから、これらの事業の健全性

は保たれていると判断できる。

令和５年度 令和４年度 令和３年度 比較
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決算審査意見書に記載した水道事業の財務の短期流動性を表示する流動比率は329.3％であ

る。令和５年度の資金不足比率はなく、『―』の表記となる。なお、資金不足比率を算定方法

に基づき算出すると△159.5％となり、前年度と比較すると1.8ポイント好転している。経営健

全化基準の20.0％と比較すると、良好な状態であると認められた。

決算審査意見書に記載した公共下水道事業の財務の短期流動性を表示する流動比率は

38.9％である。令和５年度の資金不足比率はなく、『―』の表記となる。なお、資金不足比率

を算定方法に基づき算出すると△28.9％となり、前年度と比較すると12.7ポイント好転してい

る。経営健全化基準の20.0％と比較すると、良好な状態であると認められた。

区　　　分

資金不足額（A)=(a-b+c-d)

　 流動負債（a）

 　控除企業債等(b)

 　算入地方債現在高（c)

 　流動資産（d)

事業規模（B)

A/B×100

資金不足比率

経営健全化基準

100.3

　 控除財源（e)

事業規模（B)

A/B×100

資金不足比率

経営健全化基準

対前年比

(ｱ/ｲ×100)
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178.4

資金不足額（A)=(a-b+c-(d-e))

　 流動負債（a）

 　控除企業債等(b)

 　算入地方債現在高（c)

 　流動資産（d)

244,224 252,549
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